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課 題 11 (木fT:皮は延期)
課 題 12
ニホンザルの相異に対するメラトニンの作用稔
序の研究
校本知郎(ヌ三桁大 ･医)
本研究は.ニホンザルのオスの生餌機能の季節
性解明の一環として.ニホンザルのfrl以に対する
メラトニンの効架を,内分泌的,形惜的に把える
べく.(1)メラトニンは視床下部一下垂体一性腺系
を通して作用するか.(2)frL以の日周期的なテスト
ステロン分泌サイクルにα坪を与えるか石か.(3)
精巣内のどの細胞に作用するのか,の3点につい
ての基礎的な検討を試みたものである｡
実験には,成熟したニホンザルのオスを6頭使
用した｡当初,交尾期と非交尾期において,各2
頭ずつ,生食に溶かしたメラニンを10FLg.側脳
室内に投与する群,同掛 こ皮下投与即,対照群の
3王料こ分けて.テストステロンの日内変動と精巣
の微細形倍を手術前後で検討する予定であったが,
脳室内投与に伴う閃97i手術の被検体に及ぼす影響
が甚大で,術後の回掛こかなりの時日を要するた
め.メラトニン投与の効果のみを抽出するには不
適当であり.脳室内投与装置を慢性的に埋め込む
等の処田が必要である,との結論に遷したので,
この実験は中止した｡
これにかわって,非交尾期において,5頭の成
熟したニホンザルのオスを用いて,24時間常時照
